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2050年カーボンニュートラルに向けて、陸海空のモビリティを始め
とした将来の構造部材に対し、植物繊維使用の複合材料（BFRP）
の研究に着手。そうした中、環境省プロジェクトのSPLとして、高強
度の植物由来のセルロースナノファイバー（CNF）や植物繊維を使
用し大型軽量骨格部材に挑戦した。このBFRPはレース車両の外板
等で注目され始めている。

BFRP化による構造部材の大幅軽量化のため、大型一体低圧成形
法であるRTM（Resin Transfer Molding）やVaRTM（Vacuum 
assisted RTM）に着目。樹脂の含浸性と高強度化のため、強化材
には紙状にした高強度のCNFを採用。また、セルロースやカーボン
の連続繊維にて部分補強し、断面係数や断熱性を高めるため、軽
量の硬質発泡体をサンドイッチする構造を採用した。

今後は、素材メーカーとの連携により樹脂
のバイオマス化を図り、完全BFRP化と低コ
スト化に挑戦したい。また、完全BFRP化が
もたらすリサイクル性改善や地域循環型サ
プライチェーンを評価し、連携しながら、品
質や信頼性の評価改善を通して、今後出
現するだろう種々モビリティをはじめとし
た構造部材への展開の可能性を追求した
い。
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バイオマス複合材料（BFRP）の
高強度化技術による軽量構造部材等の
カーボンニュートラル化の研究
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